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＜陳情趣旨＞ 

輪島市鳳来山公園の九鬼隆一漢詩碑文石が大災害にも奇跡的に残ったこ

と、その現状と意義及び課題を熟慮し、三田市主導による保全、復興シン

ボルとしての鳳来山公園の整備促進及び石碑再建への基金を期待します。  

鳳来山公園は、輪島市の象徴的景勝地であり、防災避難所、昭和天皇記

念植樹や九鬼隆一、野口雨情など多彩な句碑巡りができるところでした。 

九鬼隆一漢詩石碑の建立は、明治という国家・輪島名士団体・夷山幸神

台によるものです。七言十二句の漢詩は、九鬼隆一29歳・壮年期の志操的

意義が見て取れます。 

碑文石の保全は、誇りとする三田市と輪島市と二つの故郷を持つ私にと

って絶対的な取り組みです。 

輪島市は、萩市、鶴見市、石狩市、愛知飛鳥村と多彩な友好都市があり

ます。三田市と鳥羽市との関係性など人・地域関係性とインバウンドの地

方波及によって能登復興促進へのシンボルとなることを願っています。 

さて、輪島市、奥能登の凄惨な現実として、集落内の市道復旧に至らな

いところ多々あり、雨水路破綻のままに、いたる所の崖崩れ、土砂ダムが

あり、手のつけようもない集落ばかりです。私の集落では、電気、水道の

復旧も見込めません。 

以上、明治という国家を象徴するような文化遺産である九鬼隆一漢詩碑 

文石の保全、復興シンボルとしての石碑再建を三田市及び議会による主導

を希求いたします。 
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